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医
療
の
不
確
実
性
に
つ
い
て
理
解
を

医
療
の
不
確
実
性
に
つ
い
て
理
解
を

第
17
回
医
療
過
誤
訴
訟
セ
ミ
ナ
ー

調査分析モデル事業について

　　スライドを用いて説明する的場先生

　

８
月
27
日
、
西
宮
市
民
会
館
で
、
大
阪
大
学

大
学
院
医
学
系
研
究
科
法
医
学
講
座
教
授
の
的

場
梁
次
先
生
を
迎
え
、
第
17
回
医
療
過
誤
訴
訟

セ
ミ
ナ
ー
「
医
療
機
関
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
・
診
療
行
為
に
関
連
し
た
死
亡
の
調

査
分
析
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
と
課
題
」
を
開
催
。

半
田
伸
夫
先
生
（
西
宮
市
・
半
田
医
院
）
が
司

会
を
務
め
、
医
師
・
弁
護
士
ら
14
人
が
参
加
し
た
。

参
加
い
た
だ
い
た
先
生
か
ら
の
感
想
文
を
掲
載

す
る
。

　

医
師
法
21
条
「
異
状
死
体
等
の
届
け
出
義
務
」

に
対
す
る
法
医
学
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
、
各

学
会
か
ら
医
療
崩
壊
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と

し
て
反
対
が
相
次
い
だ
。

　

届
出
機
関
と
し
て　

第
三
者
機
関
を
作
る
べ

き
と
の
声
に
、
平
成
17
年
９
月
か
ら
診
療
行
為

に
関
連
し
た
死
亡
の
調
査
分
析
モ
デ
ル
事
業
が

立
ち
上
が
っ
た
。
大
阪
で
は
病
院
、
遺
族
の
同

意
の
も
と
、
法
医
、
病
理
、
臨
床
医
が
解
剖
、

臨
床
所
見
を
突
き
合
わ
せ
、
そ
の
結
果
を
地
域
委

員
会
が
評
価
す
る
。
究
明
し
え
た
死
因
を
遺
族
、

医
療
機
関
に
説
明
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ

の
目
的
は
死
亡
原
因
の
究
明
と
再
発
防
止
の
観
点

か
ら
診
療
行
為
を
評
価
し
、
医
療
安
全
向
上
へ
の

提
言
を
行
う
こ
と
で
あ
り
、
関
係
者
の
法
的
責
任

の
追
及
を
目
的
と
し
な
い
。

　

そ
の
後
、
中
央
評
価
委
員
会
で
予
防
・
再
発
防

止
策
を
検
討
す
る
と
い
う
も
の
で
全
国
で
１
３
７

例
あ
る
。

　

今
後
は
、
院
内
調
査
委
員
会
・
医
療
安
全
活
動

か
ら
作
成
さ
れ
た
報
告
書
を
公
正
な
立
場
の
モ
デ

ル
事
業
が
評
価
す
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
も
検
討
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
お
話
で
あ
っ
た
。

　

会
場
か
ら
は
「
医
療
者
と
し
て
は
『
異
状
死
』

の
定
義
を
き
っ
ち
り
す
べ
き
で
あ
る
」
「
医
療
事

故
死
で
の
遺
族
感
情
は
、
死
因
調
査
以
前
の
医
療

者
と
患
者
、
患
者
家
族
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
こ
そ
に
問
題
が
あ
る
」
な
ど
の
意
見
が
相
次
い

だ
。

　

医
療
と
は
人
の
生
死
に
直
接
か
か
わ
る
特
殊
分

野
で
、
い
か
に
適
切
な
医
療
行
為
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
結
果
は
不
確
実
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
日
本

人
が
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
わ
れ
わ
れ
医
療
者
も
努
力
が
必
要
と
痛
感
し

た
。

【
西
宮
市
・
や
ま
か
げ
ク
リ
ニ
ッ
ク　

山
陰 

圭
一
】

西宮・芦屋支部　設立 30 周年のつどい設立 30周年のつどい
【日時】  10月22日 (土 ) 15 時～　

【会場】　西宮神社会館　福・寿の間

　　　　 
西宮市社家町 1-17 ( 阪神西宮駅南へ徒歩 10 分 )

■ 会員交流会（歴代支部世話人、関係団体者様との交流） 　15:00 ～ 16:45

■ 支部設立 30 周年記念市民公開講演会  　　　  17:00 ～ 18:30
　【講師】  東京大学・大学院総合文化研究科・連携准教授

　   「脳を知って　脳を活かす」　池谷 裕二　先生

■ 演奏　【演者】  ヴィオラ・ダ・ガンバ　西村 喜子　先生

■ 懇親会（「はたごや」阪神西宮駅店・会費 3,000 円程度）　　　 19:00 ～

会場からは質問が相次ぎ、

　　　　　　　　　熱心な議論が交わされた

支
部
納
涼
会

屋
形
船
で
日
本
の
夏
を
堪
能

屋
形
船
で
日
本
の
夏
を
堪
能

　

８
月
27
日
、
大
阪
・
天
満
橋
で

夏
の
交
流
企
画
「
屋
形
船
で
堪
能

す
る
日
本
の
夏
」
を
開
催
。
医
師
や
、

同
日
行
わ
れ
た
医
療
過
誤
訴
訟
セ

ミ
ナ
ー
の
講
師
ら
８
人
が
参
加
し

た
。

　

幸
原
久
先
生
（
芦
屋
市
・
幸
原

小
児
科
・
内
科
医
院
）
か
ら
の
乾

杯
の
後
、
屋
形
船
は
大
川
を
２
時

間
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
周
遊
し
た
。

小
雨
の
降
る
中
だ
っ
た
が
、
林
田

英
隆
先
生
（
西
宮
市
・
林
田
ク
リ

ニ
ッ
ク
）
の
司
会
で
、
参
加
者
は

次
々
と
移
り
変
わ
る
大
川
の
景
色

と
船
内
で
の
食
事
を
楽
し
み
な
が

ら
、
日
常
診
療
の
経
験
な
ど
を
ざ
っ

く
ば
ら
ん
に
交
流
。
最
後
は
参
加

者
が
船
内
の
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
も
披

露
し
、
華
や
か
な
お
開
き
と
な
っ

た
。

屋
形
船
で
食
事
や
カ
ラ
オ
ケ
を

　
　
　
　
　
　

楽
し
み
な
が
ら
交
流
す
る
参
加
者

設立 30周年記念   いも掘り大会　10月23日 (日 ) 13 時～ 14時受付

【会場】　西宮・仲農園　西宮市鷲林寺 2-5-12（甲山墓園バス停すぐ）

【参加費】　300 円（１株）　※お問い合わせは　協会事務局 078-393-1803 まで　　



（２）２０１１年９月２５日（毎月３回５・１５・２５日発行）　　兵庫保険医新聞　　（昭和４３年６月１２日第三種郵便物認可）　号外（年間購読料 12,000 円）

世
話
人
会
だ
よ
り

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
８
月
26
日
に
西
宮
医

療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
８
人
が
参
加

し
た
。

【
報
告
】

①
第
31
回
支
部
総
会
（
７
・
23
）

②
『
続
・
続
々
英
語
で
診
療
』
出
版
お
祝
い

会
（
７
・
23
）

③
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会
（
７
・

28
）

④
厚
労
省
職
員
と
の
懇
談
会
（
７
・
30
）

【
予
定
・
企
画
】

①
第
17
回
医
療
過
誤
訴
訟
セ
ミ
ナ
ー
（
８
・

27
）

②
支
部
納
涼
会
（
８
・
27
）

③
保
険
請
求
事
務
講
習
会
（
９
・
10
～
11
）

④
病
診
連
携
勉
強
会
（
10
・
14
）

⑤
西
宮
・
芦
屋
支
部
設
立
30
周
年
の
つ
ど
い

（
10
・
22
）

⑥
支
部
設
立
30
周
年
記
念
い
も
掘
り
大
会

（
10
・
23
）

⑦
第
28
回
在
宅
医
療
研
究
会
（
11
・
26
）

⑧
財
政
と
医
療
制
度
の
勉
強
会

⑨
英
語
で
診
療
＃
31

※
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜

日
で
す
。
支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や

企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

レ
セ
プ
ト
の
仕
組
み
よ
く
理
解
で
き
た

レ
セ
プ
ト
の
仕
組
み
よ
く
理
解
で
き
た

保
険
請
求
事
務
講
習
会

講師を務める岩下先生（左）と中島先生（右）

　

９
月
10
日
・
11
日
の
二
日
間
、
西
宮
市
民
会

館
で
協
会
研
究
部
が
主
催
す
る
「
初
心
者
の
た

め
の
保
険
請
求
事
務
講
習
会
（
医
科
）
」
を
開
催
。

一
日
目
は
岩
下
敬
正
先
生
（
西
宮
市
・
岩
下
内

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
と
、
中
島
敏
雄
（
西
宮
市
・

中
島
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
、
二
日
目
は
川
﨑
史
寛
先
生

（
西
宮
市
・
川
﨑
医
院
）
と
、
佐
々
木
一
郎
先
生

（
西
宮
市
・
夙
川
さ
さ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
が
講
師

を
務
め
、
医
師
・
事
務
ス
タ
ッ
フ
ら
64
人
が
参

加
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
ま
ず
協
会
発
行
の
『
保
険
請

求
事
務
の
要
点
』
を
テ
キ
ス
ト
に
保
険
請
求
事

務
の
基
礎
を
確
認
。
そ
の
後
、
問
題
集
を
使
い
、

診
療
内
容
を
見
て
レ
セ
プ
ト
を
実
際
に
作
成
す
る

ま
で
の
作
業
を
行
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
今
ま
で
パ
ソ
コ
ン
に
頼
り

き
っ
て
い
た
た
め
、
何
気
な
く
入
力
し
て
い
た
こ

と
が
と
て
も
よ
く
分
か
り
、
今
後
レ
セ
プ
ト
を
入

力
す
る
と
き
に
は
今
ま
で
以
上
に
考
え
な
が
ら
入

力
で
き
る
こ
と
と
思
い
ま
す
」
「
今
ま
で
機
械
的
に

行
っ
て
い
た
作
業
も
、
な
ぜ
そ
う
な
る
か
を
理
解

で
き
た
の
が
良
か
っ
た
」
「
実
際
に
自
分
の
手
で
レ

セ
プ
ト
を
書
い
て
み
て
、
な
る
ほ
ど
と
思
え
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」
「
再

確
認
事
項
が
と
て
も
役
に
立
ち
ま
し
た
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

 　　　　　　 　　　　　　病診連携勉強会病診連携勉強会

膝の痛み膝の痛み～予防から最新手術まで～～予防から最新手術まで～

    高齢者の生活習慣病高齢者の生活習慣病
　　　　　　　　　　分かりやすく解説分かりやすく解説
　７月 28 日に西宮市立用海公民館で「健康と医療について語り合う会」を

開催。西宮市立用海公民館活動推進員会主催の「中高年講座」に話題提供を

行ったもので、「高齢者の生活習慣病」をテーマに川野悦司先生（西宮市・

川野クリニック）が講師を務め、市民ら 37 人が参加した。

　参加者からは、「糖尿病のこわさを改めて知りました。気をつけて生活し

ようと思います」「薬の飲み方がよく分かりました」「たばこ、ニコチンのお

そろしさを痛感しました」「お話が大変分かりやすく、有意義な勉強会を開

いていただき、参考にいたします」などの声が寄せられた。

 健康と医療について語り合う会

高
齢
者
の
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

分
か
り
や
す
く
解
説
す
る
川
野
先
生

参加者一人ひとりに丁寧にアドバイスを行う

　　　　　　　　川﨑先生（左）と佐々木先生（右）

講
演
に
熱
心
に
聞
き
入
る
参
加
者

【日時】  10月14日 (金 )　14 時～ 16時

【会場】  西宮渡辺病院 ４階会議室
 　　　  

西宮市室川町 10-22（JR 西宮駅徒歩約 15 分）　TEL 0798-74-2630
 

【講師】  西宮人工関節センター（西宮渡辺病院内）

　　　　　　   　　　　福岡 慎一  先生

【司会】　西宮渡辺病院副院長 整形外科部長 佐々木 健陽 先生

　※お問合わせは　協会事務局 078-393-1803 まで


